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　今
春
卒
業
し
た
74
回
生
は
、
男
女
共
学
15
期
生
と
な
り
ま
す
。

男
子
が
１
２
１
名
、
女
子
１
０
８
名
、
文
系
と
理
系
の
ク
ラ
ス

が
そ
れ
ぞ
れ
３
ク
ラ
ス
で
、
文
理
が
ほ
ぼ
均
衡
し
た
学
年
で
し

た
。
74
回
生
の
国
公
立
大
の
現
役
合
格
者
数
は
の
べ
96
名
で
あ

り
過
去
２
番
目
に
多
く
、
合
格
率
は
過
去
最
高
で
し
た
。
推

薦
・
総
合
型
で
の
合
格
者
は
20
名
で
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
結
果
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
的
な
国
公
立
大
進
学
者

数
は
88
名
で
、
国
公
立
大
に
合
格
し
な
が
ら
も
地
元
も
し
く
は

意
中
の
私
立
大
に
進
学
し
た
者
が
５
名
い
ま
し
た
。
74
回
生
は

入
学
次
か
ら
英
語
を
苦
手
と
し
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
模
試

の
成
績
も
あ
ま
り
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
難
関
国

立
大
へ
の
合
格
は
東
北
大
の
４
名
の
み
と
今
一
つ
で
し
た
が
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
努
力
し
て
本
番
で
よ
く
健
闘
し
、
結
果
を

残
し
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
東
北
大
に
合
格
し
た
4
名
の

う
ち
、
A
O
Ⅱ
で
２
名
、
A
O
Ⅲ
で
１
名
が
出
願
し
、
そ
れ
ぞ

れ
１
名
ず
つ
合
格
し
、
合
格
率
は
67
％
に
上
が
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
般
選
抜
で
は
12
名
受
験
し
て
２
名
の
合
格
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
学
部
別
に
は
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
工
学
部
、

医
学
部
︵
保
健
学
科
︶
に
各
1
名
ず
つ
で
し
た
。

　毎
年
受
験
者
の
多
い
岩
手
大
が
15
名
、
山
形
大
11
名
、
宮
城

教
育
大
は
12
名
が
合
格
し
、
良
い
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
後
期
合
格
は
７
名
で
、
山
形
大
は

５
名
中
３
名
合
格
し
て
お
り
、
後
期
日
程
ま
で
を
見
通
し
て
戦

略
的
に
受
験
先
を
検
討
し
、
諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
れ
ば
、
合

格
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　最
近
の
傾
向
と
し
て
、
後
期
日
程
の
募
集
人
数

は
減
少
傾
向
、
も
し
く
は
後
期
日
程
を
設
け
な
い

大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
公
立
大
学
の

学
校
推
薦
型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
の
人
数
枠
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
学
校
推
薦
・
総
合

型
で
受
験
す
る
生
徒
が
増
加
し
、
合
格
者
も
昨
年

度
︵
14
名
︶
よ
り
多
い
20
名
で
し
た
。
学
校
推

薦
・
総
合
型
に
つ
い
て
は
﹁
総
合
的
な
探
究
の
時

間
﹂
で
の
探
究
活
動
の
成
果
が
合
否
に
影
響
す
る

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　卒
業
生
に
は
、
古
高
で
の
3
年
間
で
身
に
つ
け

た
力
を
土
台
と
し
て
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
で
さ
ら
に

飛
躍
し
、
将
来
は
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

入 試 合 格 状 況

１、国立大学合格者数 ２、公立大学合格者数

３、私立大学合格者数（延べ数）

大　学

入試年度 ４年度

令和４年３月卒業生の進路状況

22

現役

現役

過卒
男 女

４年度

現役 過卒 男 女

北 海 道 大 学

室 蘭 工 業 大

北 海 道 教 育 大

弘 前 大

秋 田 大

岩 手 大

東 北 大

宮 城 教 育 大

山 形 大

福 島 大

茨 城 大

筑 波 大

宇 都 宮 大

埼 玉 大

千 葉 大

東 京 工 業 大

群 馬 大

横 浜 国 立 大

新 潟 大

信 州 大

山 梨 大

金 沢 大

大 阪 大

大 阪 教 育 大

広 島 大

京 都 教 育 大

岡 山 大

鳥 取 大

九 州 大

琉 球 大

国 立 大 合 計

1

4

3

4

15

4

12

11

3

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

69

1

2

1

1

5

1

2

2

2

12

3

5

9

1

1

3

1

1

1

1

1

46

2

1

2

3

1

7

2

2

1

1

1

23

大　学

入試年度 ４年度

22

現役

現役

現役

過卒
男 女

国 公 立 大 合 計

96 7 58 38

大　学

入試年度 ４年度

22

現役 過卒

岩 手 医 科 大

東 北 学 院 大

東 北 工 業 大

東 北 福 祉 大

東 北 医 薬 大

宮 城 学 院 女 子 大

仙台白百合女子大

石 巻 専 修 大

尚 絅 学 院 大

東 北 文 化 学 園 大

東 北 芸 術 工 科 大

国 際 医 療 福 祉 大

獨 協 大

青 山 学 院 大

北 里 大

慶 應 義 塾 大

國 學 院 大

駒 澤 大

芝 浦 工 業 大

専 修 大

中 央 大

東 海 大

東 京 農 業 大

東 洋 大

日 本 大

法 政 大

明 治 大

立 教 大

神 奈 川 大

同 志 社 大

立 命 館 大

そ の 他 の 大 学

私 立 大 合 計

4

160

38

41

5

57

4

7

7

16

2

9

2

3

2

1

3

1

2

3

4

5

4

2

8

1

3

4

1

4

96

499

1

1

1

2

1

1

1

1

2

10

国公立大学 私立大学 国公立短大 私立短大 大学校

合格者

進学者

専修各種

高看

一般

就　職

公務員

民間

受験
準備 その他

96

88

499

105

4

2

4

4

0

0

10

9

5

1
13 0

1

2

8

2

3

1

1

4

1

1

1

1

1

27

1

1

2

1

2

2

1

1

3

1

1

12

2

6

2

1

1

1

1

1

15

青 森 公 立 大

岩 手 県 立 大

宮 城 大

群馬県立県民健康科学大

高 崎 経 済 大

前 橋 工 科 大

横 浜 市 立 大

都 留 文 科 大

山 梨 県 立 大

新 潟 県 立 大

長 岡 造 形 大

三 条 市 立 大

富 山 県 立 大

県 立 広 島 大

神 戸 市 立 外 語 大

島 根 県 立 大

公 立 大 合 計
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　４
月
27
日
（
水
）
築
館
高
校
を
会
場
に
第
63
回
燕

紫
定
期
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
の
地
震
の
影
響

で
予
定
し
て
い
た
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
や
、

会
場
で
の
応
援
人
数
や
応
援
方
法
に
も
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
中
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で

い
ろ
い
ろ
と
制
限
が
あ
る
定
期
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　開
会
式
は
対
面
形
式
で
は
行
わ
ず
、

事
前
に
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
を
両
校
で

視
聴
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
在
籍
し
て
い
る
生
徒
た
ち
は
、
伝

統
的
な
開
会
式
を
経
験
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
引
き
継

い
で
い
く
の
か
が
課
題
と
な
り
そ
う

で
す
。

　対
戦
結
果
は
表
に
書
い
て
あ
る
と

お
り
で
す
。
通
算
成
績
を
42
勝
17
敗

３
分
と
し
ま
し
た
。

定 期 戦 対 戦 結 果

種　目 勝
敗

テニス男子

テニス女子

男子バスケ

女子バスケ

男子バレー

女子バレー

男 子 卓 球

女 子 卓 球

○

○

×

○

○

×

○

○

４−１

３−２

４７−６９

５８−４３

２−０

０−２

３−２

２−１

点　　数

古高−築高
種　目 勝

敗

剣 道 男 子

剣 道 女 子

サ ッ カ ー

バドミントン男子

バドミントン女子

綱　引　き

○

×

○

○

×

−

４−０

１−１
（代表戦）

１−０

３−２

０−５

実施せず

９勝４敗

点　　数

古高−築高



ギ
ュ
ッ
と
抱
き
し
め
た
い
作

品
！
﹂
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
新
作
﹁
馬
鹿
者
の
軍

団
﹂。
撮
影
は
２
０
２
０
年
11

月
か
ら
始
め
、
こ
の
４
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
脚
本
を
眺
め
る

と
宮
澤
賢
治
の
世
界
を
感
じ
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
映
像
は
監

督
独
自
の
世
界
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　ロ
ケ
は
鳴
瀬
川
河
川
敷
や
町

内
の
駄
菓
子
屋
、
ま
た
個
人
宅

も
借
り
て
行
わ
れ
、﹁
馬
鹿
者

の
軍
団
﹂
で
ネ
ッ
ト
検
索
す
る

と
特
報
で
一
端
が
流
れ
ま
す
。

　公
開
は
ま
だ
で
す
が
、
な
ん

と
監
督
は
完
成
と
同
時
に
岩
手

県
の
花
巻
市
に
婿
入
り
し
た
の

で
す
。
持
参
金
替
わ
り
の
作
品

だ
っ
た
の
か
。
監
督
に
お
会
い

し
た
い
方
は
中
新
田
の
土
曜
日

カ
フ
ェ
﹁
路
上
﹂
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
映
画
に
は

私
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

　長
く
美
里
支
部
支
部
長
を
務

め
ら
れ
た
沼
津
敬
太
郎
氏
︵
13

回
卒
︶
の
ご
勇
退
、
遊
佐
清
氏

︵
20
回
卒
︶
の
新
支
部
長
就
任

で
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和
３
年
度

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
支
部
の
活
動
も
ま
っ
た

く
停
止
し
た
一
年
間
で
し
た
。

年
に
数
回
開
催
し
て
い
た
季
節

ご
と
の
懇
親
会
も
令
和
２
年
２

月
の
新
年
会
か
ら
開
催
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
笑
顔
で
乾

杯
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
し
て

　古
高
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ご

健
勝
に
て
、
益
々
ご
活
躍
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断

で
き
ま
せ
ん
。
第
4
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
も
始
ま
り
ま
す
。
新
し

い
変
異
株
に
な
り
、
感
染
力
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
重
症
者

や
死
亡
者
の
割
合
は
少
な
く
な

っ
て
、
弱
毒
化
し
て
い
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
べ
て
も

ま
だ
ま
だ
重
症
化
の
割
合
は
高

く
、
後
遺
症
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
油
断
せ
ず
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、

社
会
活
動
を
維
持
す
る
よ
う
に

工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
古
高
同
窓
会

も
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
、
か
つ
、
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
3
月
に
卒
業
し
た
古
高

生
の
国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者

は
96
名
で
過
去
2
番
目
に
多
い

結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
旧
7

帝
大
へ
の
合
格
者
は
少
な
く
、

医
学
部
医
学
科
へ
の
合
格
者
は

無
で
、
満
足
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
目
標
を

高
く
持
っ
て
健
闘
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

か
ら
20
年
ほ
ど
前
に
、
﹁
ウ
エ

ッ
ジ
﹂
と
い
う
雑
誌
を
新
幹
線

の
中
で
読
み
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
、
難
関
大
学
に
多
く
の
合

格
者
を
誇
る
有
名
な
予
備
校
の

名
物
教
師
が
以
下
の
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
今

の
大
人
は
子
供
に
、
感
動
や
夢

を
伝
え
て
い
な
い
。
中
学
生
、

高
校
生
は
良
い
も
の
に
心
か
ら

感
動
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
感
動
す
る
こ
と
や
夢
を

持
つ
こ
と
が
人
を
育
て
る
。
先

日
も
書
き
ま
し
た
が
、
我
々
は

﹁
イ
ナ
ー
シ
ャ
︵
そ
れ
な
り
に

う
ま
く
い
っ
て
い
る
状
態
で
、

自
ら
変
革
す
る
こ
と
な
く
、
何

と
な
く
そ
の
ま
ま
続
け
る
こ

と
︶
﹂
に
毒
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

常
に
目
標
を
高
く
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
と
し

て
も
、
教
職
員
等
と
相
談
し
な

が
ら
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
よ
り
、
世
界
情
勢
が
不

安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際

法
を
遵
守
し
な
い
ロ
シ
ア
の
暴

挙
は
許
し
が
た
い
も
の
で
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
類
は

戦
い
の
歴
史
で
す
。
過
去
30
年

の
間
に
も
、
湾
岸
戦
争
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ

ラ
ク
戦
争
な
ど
が
お
こ
り
、
多

く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、
国

が
破
壊
さ
れ
、
経
済
が
混
乱
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
戦

争
は
多
く
は
人
種
・
宗
教
間
の

争
い
で
す
が
、
今
回
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
入
の
意
向

が
問
題
と
な
り
、
体
制
の
問
題

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大

き
な
戦
争
に
な
ら
な
い
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
奇

跡
的
に
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
現
状
の
世
界
で

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

賢
い
対
応
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　私
が
教
授
に
な
っ
て

︵
1
9
9
7
年
︶
間
も

な
い
こ
ろ
の
医
学
部
教

授
会
の
忘
年
会
で
、
九

十
歳
を
超
え
る
元
医
学

部
第
二
外
科
教
授
の
槙

哲
夫
名
誉
教
授
が
﹁
争

い
と
い
う
の
は
困
っ
た

も
の
だ
。
誰
か
皆
が
仲

良
く
な
る
方
法
を
発
見

し
て
欲
し
い
﹂
と
笑
顔

で
、
そ
し
て
真
剣
に
話

し
て
お
ら
れ
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
科
学
や

技
術
は
進
歩
し
て
も
、

人
は
賢
く
な
っ
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　最
後
に
、
古
川
高
校

の
益
々
の
発
展
と
、
古

高
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
教
育
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
今

年
の
卒
業
生
の
進
学
状
況
は
国

公
立
大
学
現
役
合
格
96
名
、
東

北
大
学
へ
の
現
役
合
格
者
も
４

名
に
増
加
し
、
こ
の
勢
い
に
乗

っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
４
月
に
行
わ
れ

た
入
学
式
の
祝
辞
で
は
伊
藤
同

窓
会
長
よ
り
旧
帝
大
20
名
、
医

学
部
10
名
を
目
指
す
べ
し
と
い

う
檄
が
飛
ば
さ
れ
、
新
入
生
の

心
に
灯
を
点
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　学
校
で
は
今
年
も
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
学

校
生
活
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

密
集
を
防
ぐ
、
大
声
の
禁
止
等

に
よ
り
入
学
式
や
対
面
式
、
応

援
練
習
な
ど
が
制
限
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
に
あ
り
ま
す
が
、
築
館
高
校

と
の
定
期
戦
を
応
援
生
徒
を
入

れ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
開
会
式
は
リ
モ
ー
ト
、

応
援
合
戦
は
拍
手
の
み
、
閉
会

式
は
各
校
で
分
か
れ
て
行
う
と

い
う
変
則
的
な
形
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
３
年
生
も
仲
間
が
戦

う
姿
を
初
め
て
応
援
す
る
こ
と

に
な
り
、
古
高
生
と
し
て
の
一

体
感
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果
は
９
対
４
で

本
校
が
勝
ち
昨
年
度
の
雪
辱
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　令
和
３
年
度
の
部
活
動
の
活

躍
は
、
ス
キ
ー
部
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
︵
男
子
︶、
文
芸
部
︵
詩

部
門
︶、
囲
碁
将
棋
部
︵
将
棋

部
門
︶
の
全
国
大
会
出
場
。
陸

上
部
、
剣
道
部
、
水
泳
部
、
卓

球
部
、
合
唱
部
の
東
北
大
会
出

場
︵
一
部
出
場
権
獲
得
後
大
会

中
止
︶
な
ど
多
く
の
部
が
そ
の

成
果
を
形
と
し
て
残
し
て
お
り

ま
す
。

　令
和
４
年
度
の
開
校
記
念
講

演
は
昨
年
10
月
に
凸
版
印
刷
社

長
の
麿
秀
晴
氏
︵
古
高
26
回

生
︶
が
大
崎
市
古
川
で
講
演
し

た
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し

た
。
大
崎
地
区
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
勢
い
が
収
ま
ら
ず
、
三
密

を
避
け
る
配
慮
が
必
要
な
こ
と

か
ら
各
教
室
で
の
聴
講
と
な
り

ま
し
た
。
氏
の
座
右
の
銘
は

﹁
質
朴
剛
健
﹂
だ
そ
う
で
す
。

講
演
の
最
後
に
在
校
生
に
向
け

て
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
﹁
成
功
の
反
対
は

挑
戦
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。
挑
戦
す
れ
ば
例
え

失
敗
し
た
と
し
て
も

﹃
経
験
﹄
と
い
う
財
産

が
残
る
。
挑
戦
は
自
分

へ
の
投
資
で
あ
る
﹂
。

在
校
生
に
と
っ
て
、
と

て
も
い
い
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

間
、
母
校
古
川
高

校
で
音
楽
の
教
鞭

を
執
ら
れ
、
吹
奏

楽
部
を
は
じ
め
合

唱
や
マ
ン
ド
リ
ン

部
の
指
導
に
も
尽

力
し
、
優
秀
な
成

績
を
修
め
る
ク
ラ

ブ
に
導
き
ま
し
た
。

現
在
で
も
美
里
町

の
小
牛
田
混
声
合

唱
団
を
は
じ
め
地

域
の
音
楽
団
体
を

指
導
す
る
な
ど
精

力
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　さ
て
、
こ
の
よ
う
な
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
の
３
月
20
日
、
美
里

町
の
美
里
町
文
化
会
館
に
お
い

て
﹁
古
川
高
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

会
記
念
演
奏
会
〜
創
部
60
周
年

＆
友
川
廣
人
先
生
指
導
者
生
活

60
周
年
記
念
〜
﹂
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
友
川

先
生
の
指
揮
で
50
数
名
の
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
が
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
繰
り
広
げ
、
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
の

賛
助
出
演
も
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し

て
活
躍
す
る
方
や
趣
味
で
音
楽

を
続
け
て
い
る
方
々
が
一
堂
に

会
し
て
演
奏
す
る
姿
は
、
ま
さ

に
Ｏ
Ｂ
会
な
ら
で
は
で
し
た
。

　友
川
先
生
は
、
ご
自
身
も
同

窓
生
で
、
昭
和
39
年
か
ら
25
年

古　高　同　窓　会　報 令和４年７月１日 令和４年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （２）

宮
城
県
古
川
高
等
学
校
同
窓
会

　会
長

　伊

藤

貞

嘉
（
昭
和
47
年
卒
）

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

　校
長

　藤

川

卓

志
（
昭
和
56
年
卒
）

（７）

美
里
支
部

事
務
局

　末

永

裕

悦

　
︵
昭
和
52
年
卒
・
高
29
回
︶

令和４年度

　梅
雨
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　さ
て
、
今
年
度
は
3
年
ぶ
り
に
8

月
11
日
︵
木
︶
に
ア
イ
ン
パ
ル
ラ
浦

島
に
て
古
川
高
校
同
窓
会
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
2
年
遅

れ
に
な
り
ま
す
が
同
窓
会
設
立

1
1
0
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
本

校
Ｏ
Ｂ
音
楽
家
に
よ
る
演
奏
会
を
盛

大
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
感
染

対
策
を
十
分
に
施
し
て
懇
親
会
も
実

施
い
た
し
ま
す
。
現
在
開
催
に
向
け

て
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
過
去
に
出
席
い
た

だ
い
て
い
る
方
へ
は
往
復
は
が
き
に

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各

年
度
幹
事
︵
今
年
度
は
高
26
・
27
・

28
・
33
・
38
・
43
・
48
・
53
回
生
︶

や
各
支
部
等
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
本
部
事
務
局

等
で
も
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
出
席

い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
3
年
ぶ
り
の
開

催
に
な
り
ま
す
の
で
お
時
間
に
都
合

が
つ
く
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
と
な
っ
た
。
自
分
の
レ
ー

ン
に
入
っ
た
瞬
間
の
ワ
ク
ワ
ク

は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
ま
た
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
動
き

を
見
て
学
ぶ
部
分
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
練
習
で
意
識
し
て
自
分
の
成

長
に
つ
な
げ
た
い
。

　今
大
会
を
通
じ
て
、
陸
上
は

団
体
競
技
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。
自
分
が
出
場
で
き
た

の
も
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た

東
北
大
会
に
参
加
し
て

　
　二
年
四
組

西

塚

新

平

　今
回
の
東
北
高
校
総

体
で
は
自
分
の
走
り
が

で
き
た
と
思
う
。
初
の

東
北
大
会
で
緊
張
し
た

が
、
会
場
の
雰
囲
気
に

呑
ま
れ
ず
自
分
の
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
自
分
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
い
い

選
手
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た

先
生
や
マ
ネ
さ
ん
の
お
か
げ
だ

と
改
め
て
感
じ
た
。

　今
大
会
で
自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
皆
に
共
有
で
き
れ
ば
と
思

う
。
そ
し
て
三
年
生
の
先
輩
が

引
退
し
た
今
、
こ
れ
か
ら
の
新

人
大
会
や
来
年
の
高
総
体
で
こ

れ
ま
で
以
上
の
活
躍
が
で
き
る

よ
う
に
、
短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
長

と
し
て
皆
を
引
っ
張
っ
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

東
北
大
会
に
参
加
し
て

一
年
二
組

　佐

藤

謙

臣

　私
は
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た

東
北
大
会
に
四
×
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
と
四
×
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
出
場
し
ま
し

た
。　私

に
と
っ
て
こ
の
大
会
は
、

今
後
の
成
長
の
糧
と
な
る
も
の

で
し
た
。
私
は
一
年
生
で
ま
だ

経
験
も
少
な
い
た
め
、
緊
張
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
自
分
が
失
敗
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
今
年
最
後
の
先
輩
方

の
大
会
を
台
無
し
に
し
て
し
ま

う
。
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
。
と
自
分
の

事
で
精
一
杯
だ
っ
た
私
を
、

先
輩
方
が
気
軽
に
走
れ
と
言

っ
て
く
れ
た
た
め
、
心
の
少

し
ゆ
と
り
が
で
き
全
力
で
走

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
四
×
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
で
予
選
を
通
過

し
準
決
勝
へ
進
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
、

決
勝
へ
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
北
大
会

と
い
う
舞
台
で
全
力
で
走
り
、

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
最

後
は
笑
顔
で
終
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で

す
。　私

は
こ
の
貴
重
な
経
験
を

今
後
に
活
か
す
と
と
も
に
、

東
北
大
会
に
行
か
な
か
っ
た

部
員
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
来
年
こ
そ
は
、
東
北

大
会
の
決
勝
に
残
れ
る
よ
う

な
選
手
に
な
り
ま
す
。

育
館
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例

の
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
の
説

明
と
歓
迎
の
言
葉
を
頂
き
、

役
員
紹
介
、
ク
ラ
ス
幹
事
紹

介
、
同
窓
会
よ
り
記
念
品
贈

呈
と
い
う
流
れ
で
実
施
し
ま

し
た
。 

　伊
藤
会
長
か
ら
同
窓
会
入

会
の
歓
迎
の
言
葉
と
古
高
同

窓
会
の
活
動
実
績
、
卒
業
生

に
対
す
る
今
後
の
期
待
な
ど

の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
在
校
生
と
の
意
見
交
換

会
は
設
け
ず
簡
素
の
形
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
卒
業

生
の
同
窓
会
活
動
へ
理
解
と

今
後
の
協
力
を
得
る
に
は
有

効
な
入
会
式
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　令
和
３
年
２
月
28
日
︵
月
︶
卒
業

式
の
前
日
に
同
窓
会
か
ら
は
伊
藤
貞

嘉
会
長
は
じ
め
4
名
が
出
席
し
、
卒

業
式
の
準
備
が
す
っ
か
り
整
っ
た
体

「コロナ禍における同窓会入会式」「コロナ禍における同窓会入会式」

同窓会入会式令和３年度

ご

　挨

　拶

校
長
あ
い
さ
つ

ご

　挨

　拶

校
長
あ
い
さ
つ

古川高校同窓会
総会開催について
古川高校同窓会
総会開催について

陸上競技部

東
北
大
会
出
場

東
北
大
会
出
場

東
北
大
会
出
場

高総
体

　昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終
息

が
み
ら
れ
な
い
中
、
当
会
の
活

動
も
長
く
滞
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
例
年
11
月
に
開
催
し
て
い

る
同
窓
会
で
す
が
今
年
は
早
め

の
時
期
に
実
施
で
き
れ
ば
と
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
関
西
地
区

の
感
染
者
数
の
推
移
を
み
ま
す

と
、
す
で
に
５
月
連
休
後
の
増

加
、
８
月
夏
休
み
後
の
増
加
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
厳
し

い
状
況
で
す
。
開
催
に
お
い
て

は
感
染
者
を
出
さ
な
い
事
が
前

提
で
す
の
で
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
く
よ
う
で
し
た
ら
開
催
へ

の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
が
今
後
の
状
況
を

み
な
が
ら
開
催
の
判
断
を
し
て

い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　関
西
地
区
の
同
窓
生
の
皆
さ

ん
に
関
し
て
は
特
に
心
配
す
る

よ
う
な
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
昨
年
同
様
こ
の

よ
う
な
状
況
が
一
刻
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
当
会
役
員
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
の
活
動
報
告
の
筆
を
執

る
に
あ
た
っ
て
、
一
昨
年
と
同

様
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
ぼ
全
て
の
同

窓
会
活
動
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
総
会
中
止
に
伴
い
、
６
月

末
に
議
案
書
を
会
員
全
員
へ
送

付
し
て
、
回
答
書
で
、
決
算
・

予
算
案
を
議
決
し
た
形
に
な
り

ま
し
た
。
１
月
末
の
旧
古
川
市

内
四
校
合
同
新
年
会
は
、
当
初

都
内
の
感
染
者
数
が
一
日
20
人

前
後
と
減
少
し
、
開
催
で
き
る

の
で
は
と
目
論
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
激

に
拡
が
り
開
催
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
高
が

幹
事
校
と
し
て
の
演
奏
会
は
、

再
び
次
年
度
に
繰
り
延
べ
に
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　本
会
報
が
配
布
さ
れ
る
頃
に

は
、
６
月
26
日
総
会
が
開
催
時

期
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
年
は
、

御
徒
町
の
総
合
宴
会
場
「
オ
ー

ラ
ム
」
で
3
年
振
り
に
開
催
予

定
で
お
り
ま
す
。
招
待
講
演
は
、

南
極
観
測
隊
4
回
参
加
（
夏
・

冬
隊
長
含
む
）
の
国
立
極
地
研

究
所
名
誉
教
授 

佐
藤
夏
雄
氏
に

「
南
極
の
大
自
然
と
観
測
隊
〜

厳
し
く
壮
大
な
自
然
と
閉
ざ
さ

れ
た
環
境
で
の
越
冬
生
活
〜
」

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
役
員
改
選
が
繰
り
延
べ

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
若

返
り
を
図
っ
て
新
体
制
で
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

昭
和
48
年
卒
伊
藤
健
二
が
新
会

長
に
就
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

小
生
の
約
20
年
間
務
め
た
役
目

も
終
え
る
予
定
で
す
。
古
高
同

窓
会
の
末
永
い
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
永
ら
く
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　古
高
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。　さ

て
、
令
和
4
年
度
在
仙
古

高
同
窓
会
定
期
総
会
は
、
皆
様

の
安
全
を
考
慮
い
た
し
ま
し
た

結
果
、
や
む
な
く
延
期
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
も
大
分
普
及

し
、
感
染
者
数
も
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
総
会

の
ご
案
内
が
で
き
る
日
も
そ
う

遠
く
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

正
式
日
程
が
決
ま
り
次
第
ご
案

内
を
差
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　今

年
に
入
り
、
観
光
や
飲
食

業
界
に
も
回
復
基
調
が
み
ら
れ

前
向
き
な
年
に
な
ろ
う
か
と
思

っ
た
矢
先
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情

勢
に
我
々
も
他
人
事
で
は
い
ら

れ
な
い
よ
う
な
緊
張
感
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
刻
も
早
い
収
束
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

　平
和
の
尊
さ
と
人
間
の
最
も

崇
高
な
行
為
で
あ
る
文
化
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
を
謳
歌
で
き
る

こ
の
国
に
感
謝
し
、
次
の
世
代

に
受
け
継
い
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
騒
動
も
終
息
に
向
か

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
今
し
ば

ら
く
辛
抱
し
、
マ
ス
ク
な
し
で

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
日
を
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　県
庁
古
川
高
等
学
校
同
窓
会

は
、
会
員
数
約
４
０
０
名
を
擁

し
、
県
庁
内
で
も
そ
の
会
員
数

の
多
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
例
年
11
月
に
総
会
を
開
催

し
、
１
０
０
名
近
い
会
員
の
出

席
に
よ
り
盛
大
に
開
催
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
や

む
な
く
中
止
と
し
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
会
長
を

務
め
ら
れ
た
大
森
克
之
総
務
部

長
（
昭
和
55
年
卒
、
高
32
回
）、

名
誉
会
長
の
佐
野
好
昭
副
知
事

（
昭
和
51
年
卒
、
高
28
回
）
が

こ
の
３
月
退
職
さ
れ
、
令
和
４

年
度
は
山
下
浩
之
新
会
長
（
昭

和
56
年
卒
、
高
33
回
）
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
幹
部
職
員
か

ら
若
手
職
員
ま
で
一
体
感
の
取

れ
た
唯
一
無
二
の
同
窓
会
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
今
年
度
は
総
会
を

開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
諸
先
輩
方
の

変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
県
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
と
の

両
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

県
職
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
古
川
高

等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
県
民
の
皆
様
方
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令
和
３
年
度
の
総
会
は
11
月

13
日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
急
拡
大
の
た
め
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

で
あ
れ
ば
、
40
名
か
ら
50
名
ほ

ど
の
公
立
高
校
・
特
別
支
援
学

校
に
所
属
す
る
同
窓
生
が
ホ
テ

ル
白
萩
に
集
い
、
先
生
方
の
悩

み
や
喜
び
を
共
有
し
な
が
ら
共

に
励
ま
し
合
う
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
は
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　年
が
明
け
、
一
時
は
感
染
状

況
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
役
員
会

を
開
く
予
定
で
し
た
が
、
第
６

波
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
役
員

会
で
す
ら
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
も
、
役
員
同

士
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
合
い
、

中
に
は
「
皆
様
と
お
会
い
す
る

こ
と
が
叶
わ
ず
大
変
残
念
で

す
。」「
せ
め
て
役
員
会
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
下

火
に
な
る
の
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。」
な
ど
、『
蛍
雪
会
』

に
想
い
を
寄
せ
る
文
言
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
11
月
12
日
（
土
）

開
催
予
定
の
総
会
に
向
け
、
新

規
感
染
者
数
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
第
１
回
役
員
会
を
近
日

中
に
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
総
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
安
心
安
全
で
実
り
あ

る
総
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　映
画
監
督
の
中
島
悠
作
氏

（
平
成
25
年
卒
・
高
65
回
）
の

新
作
「
馬
鹿
者
の
軍
団
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

　中
島
監
督
は
２
０
１
９
年
ゆ

う
ば
り
映
画
祭
の
短
編
映
画
部

門
で
「
極
東
ゲ
バ
ゲ
バ
風
雲
録
」

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
章
し
て
い

て
、
審
査
員
は
「
愛
お
し
い
、

（３） 古　高　同　窓　会　報 令和４年７月１日 令和４年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （６）

関
西
螢
雪
会

会
長

　高

橋

達

也

　
︵
昭
和
47
年
卒
・
高
24
回
︶

在
京
古
高
同
窓
会

事
務
局
長

　佐
々
木

恭

次

　
︵
昭
和
38
年
卒
・
高
15
回
︶

在
仙
同
窓
会

幹
事
長

　齋

藤

修

正

　
︵
昭
和
60
年
卒
・
高
37
回
︶

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

県
庁
同
窓
会

幹
事
長

　千

葉

智

幸

　
　

 

︵
昭
和
62
年
卒
・
高
39
回
︶

の
予
習
と
復
習
を
始
め
と
す
る

学
習
に
な
お
一
層
励
み
、
そ
の

名
に
恥
じ
ぬ
言
動
を
心
が
け
た

い
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。　今

年
度
は
、
例
年
と
形
式
は

異
な
る
も
の
の
船
形
山
登
山
が

実
施
さ
れ
、
臙
紫
定
期
戦
も
限

り
な
く
例
年
に
近
い
形
で
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
制
限
が

徐
々
に
緩
和
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

私
の
周
囲
に
は
自
分
の
選
択
肢

を
広
げ
ら
れ
る
機
会
が
溢
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
授
業
や
部
活

動
で
あ
っ
た
り
、
先
生
方
や
級

友
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
す
が
、

ど
の
経
験
も
自
分
の
将
来
に
生

き
て
く
る
と
確
信
さ
せ
ら
れ
る
、

と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
糧
と
し
て
、

進
路
実
現
の
た
め
に
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

度
は
奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

御
礼
の
言
葉

二
年
一
組

　池

田

直

樹

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
一
年
間
﹃
文
武
両
道
﹄
を
意

識
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
土
日
も
部
活
動
が
あ

る
中
、
授
業
間
や
登
校
前
の
十

分
間
な
ど
の
少
し
の
時
間
を
活

用
し
て
勉
学
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
こ
の
よ

う
な
形
に
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
と
同
時
に
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　そ
し
て
、
希
望
進
路
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
二
年
生
と
し

て
の
期
間
に
何
を
す
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
先
輩
方
が

仰
っ
て
い
ま
し
た
。﹃
文
武
両

道
﹄
の
意
識
を
継
続
し
、
今
ま

で
以
上
に
勉
学
と
部
活
動
に
励

む
と
と
も
に
、
自
分
の
進
路
に

つ
い
て
も
具
体
的
に
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。
自
分
の
興
味
の

あ
る
分
野
に
限
ら
ず
、
自
分
が

あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
な
分
野

の
情
報
・
文
章
に
触
れ
る
こ
と

で
自
分
の
視
野
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
。 

今
回
奨
学
生
に
選

ば
れ
た
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家
族

と
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
礼
の
言
葉

三
年
二
組

　佐

藤

杏

美

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
に
選

ば
れ
、
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
る

一
方
、
心
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
ま
す
。
奨
学
生
と
し
て
恥

の
な
い
よ
う
学
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　現
在
の
三
年
生
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
入
学
式

の
延
期
な
ど
例
年
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
家

族
や
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、
ま
た
友
達
と
支
え
合
っ
て

今
が
あ
り
ま
す
。
私
は
周
り
の

人
た
ち
の
優
し
さ
な
し
で
は
二

年
間
勉
強
に
励
む
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
か
ら
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨

し
合
え
る
仲
間
と
日
々
邁
進
し

て
恩
を
返
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　今
の
目
標
は
や
は
り
志
望
校

合
格
で
す
。
自
分
の
弱
さ
に
負

け
ず
、
絶
対
に
諦
め
な
い
と
い

う
覚
悟
を
持
っ
て
、
最
後
ま
で

や
り
抜
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
残
り
の
学
生
生
活
の

中
で
価
値
の
あ
る
人
間
を
目
指

し
、
人
と
し
て
も
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
渡
邊
奨
学
金
は
本
校
高
11

回
卒
業
生
渡
邊
義
之
氏
の

篤
志
寄
附
を
奨
学
基
金
と

し
、
平
成
28
年
度
よ
り
奨

学
金
を
給
付
す
る
。

　三
年
生
で
東
北
大
等
難
関
国

公
立
大
学
・
医
学
部
医
学
科
を

志
望
し
有
望
な
生
徒
に
対
し
、

奨
学
金
を
授
与
す
る
も
の
。︵
金

額
は
十
万
円
︶

 

感
謝
の
言
葉

三
年
一
組

　菅 

原 

結
衣
菜

　こ
の
度
は
渡
邊
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
名
誉
あ
る
奨
学
生

に
自
分
が
選
抜
さ
れ
る
と
は
全

く
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
古
川
高
校
に
入
学
し
て

か
ら
の
生
活
で
自
分
が
頑
張
っ

て
き
た
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な

形
で
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
く
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。　私

た
ち
75
回
生
の
入
学
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

開
始
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
、
生
活

の
す
べ
て
が
、
例
年
通
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
部
活
動
と
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
勉
学
に
励
み
、
高
校
生

活
を
送
る
こ
と
は
、
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
験

を
控
え
る
最
高
学
年
に
な
っ
た

今
、
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人

た
ち
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　受
験
生
と
し
て
過
ご
す
高
校

生
活
最
後
の
一
年
の
最
終
目
標

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
進
路
実

現
で
す
。
大
学
受
験
と
い
う
大

き
な
壁
に
対
し
て
、
不
安
や
心

配
は
ま
だ
ま
だ
大
き
く
、
目
標

と
現
実
の
差
に
愕
然
と
す
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、
多
く
の
仲
間
た

ち
と
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が
ら
、

最
高
形
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
言
葉

三
年
五
組

　安

村

　
崚

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

ま
で
努
力
し
て
き
た
結
果
、
こ

の
よ
う
な
名
誉
あ
る
奨
学
生
に

選
ば
れ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
奨
学
生

に
選
ば
れ
た
か
ら
に
は
、
よ
り

学
業
に
励
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
普
段
と
は
違

う
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
乱
さ
れ
る
こ
と
な

く
学
習
に
専
念
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
、
良
い
成
績
に
繋

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
は
自
分
一
人
だ
け
の

力
で
で
き
た
こ
と
で
は
な
く
、

家
族
や
先
生
方
の
手
厚
い
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
奨
学
生
に

な
れ
た
こ
と
は
恩
返
し
の
ひ
と

つ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　三
年
生
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

は
進
路
実
現
の
た
め
今
ま
で
以

上
に
大
変
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
奨
学
生
に
選
ん

で
い
た
だ
い
た
こ
と
を
励
み
に

し
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

こ
の
度
は
奨
学
生
に
選
ん
で
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

教
職
員
蛍
雪
会

　幹
事
長

　佐
々
木

　伸

　
　

 

︵
昭
和
60
年
卒
・
高
37
回
︶

加
美
支
部

事
務
局
長

　諸

岡

敏

博

　
　

 

︵
昭
和
46
年
卒
・
高
23
回
︶

　各
学
年
の
成
績
優
秀
な
生
徒

に
同
窓
会
か
ら
奨
学
金
を
授
与

す
る
も
の
。︵
一
年
生
は
入
試
成

績
が
抜
群
な
も
の
。
二
・
三
年
生

は
前
年
度
成
績
優
秀
な
も
の
で
、

未
授
与
者
。
金
額
は
六
万
円
︶

 

お
礼
の
言
葉

一
年
二
組

　戸

田

青

依

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
初
め
て
選
抜
の
お
知
ら
せ

を
受
け
た
際
、
奨
学
金
制
度
の

存
在
は
認
知
し
て
い
た
も
の
の
、

ま
さ
か
自
分
が
選
ん
で
い
た
だ

け
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
大

変
驚
き
ま
し
た
。

　今
回
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
今
後
も
日
々

同
窓
会
奨
学
生

同
窓
会
奨
学
生

令和
4年度

渡
邊
奨
学
金

渡
邊
奨
学
金

令和
4年度

三
年

　菅
原
結
衣
菜

三
年

　安
村

　
　崚

一
年

　戸
田

　青
依

二
年

　池
田

　直
樹

三
年

　佐
藤

　杏
美



（５） 古　高　同　窓　会　報 令和４年７月１日 令和４年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （４）

古高同窓会　令和３年度　会計決算書・令和４年度　予算書

Ⅰ　一般会計
令和３年度　　収入決算額　　3,792,894円
　　　　　　　支出決算額　　1,825,173円

　　　　　　　差引残高　　　1,967,721円（次年度へ繰越）

令和４年度　　収入予算額　　4,700,000円
　　　　　　　支出予算額　　4,700,000円

　　　　　　　差引残高　　　 0円

１．収入の部

２．支出の部

項　目

繰　越　金

年　会　費

入　会　金

総会会費

雑　収　入

計

３年生（3,000円×229名）

今年度は中止

貯金利子、祝儀、記念誌販売、寄付

3年生225名

100名（予定）

寄付、貯金利子、他

運  営  費

消　耗　費

通　信　費

旅　　費

慶　弔　費

会　議　費

総会経費

広　告　費

事  業  費

記　念　品

奨　学　金

助　成　金

会報発行

そ　の　他

予  備  費

計

1,429,514

2,000,000

690,000

0

30,486

1,429,514

1,646,868

690,000

0

26,512

0

▲  　353,132

0

0

▲　　  3,974

4,150,000 3,792,894 ▲  　357,106

780,000

70,000

80,000

200,000

30,000

300,000

50,000

50,000

1,660,000

260,000

0

0

1,100,000

300,000

1,710,000

1,710,000

4,150,000

285,067

101,212

9,526

0

110,400

3,759

0

60,170

1,540,106

222,930

0

0

1,317,176

0

0

0

1,825,173

▲  　494,933

31,212

▲　　70,474

▲  　200,000

80,400

▲  　296,241

▲　　50,000

10,170

▲  　119,894

▲　　37,070

0

0

217,176

▲  　300,000

▲  1,710,000

▲  1,710,000

▲  2,324,827

事務用品、コピー用紙  

はがき、切手など  

支部同窓会への旅費  

生花・弔電代  

  

飲食費・コピー代  

  

  

サポーター基金から支出

サポーター基金から支出

講師謝礼、会場費

事務局員経費
（300,000円）を計上

支部同窓会への祝儀、
役員会経費

新聞広告掲載代、
野球パンフレット

卒業証書ホルダー、
蛍雪バッチ

サラト名簿管理代、会報発送手数料
データ処理代

会報115号印刷費（8500部、221,595円）
郵送費（1,095,581円）

2,000円×907名　（昨年987名）
（コンビニ464名、郵便局419名、過年度分24名）
　取扱手数料（コンビニ89,760円、郵便局77,372円）

900名（見込み）
手数料は昨年度精算
額より9.2％として算出

Ⅱ　特別会計

Ⅲ　サポート基金（令和２年度より新設）
繰越金　　　2,508,994円
収入決算額　2,259,131円　協力者226名（昨年265名）手数料41,463円　

支出決算額　 860,000円　奨学金360,000円、部活動補助500,000円　

差引残高　　3,908,125円（次年度へ繰越）

令和３年度決算
繰越金　　　　572,900円
収入決算額　　　 31円（利子）

支出決算額　　　30,855円（ホームページ管理費、データ修正費)

差引残高　　　542,076円（次年度へ繰越）

令和４年度予算
繰越金　　　　542,076円 
収入予算額　　　 0円（ホームページ広告、利子）

支出予算額　　　40,000円（ホームページ管理費、データ修正費）

差引残高　　　502,076円

116号印刷費
（7,500部予定）、郵送費

4,700,000

1,967,721

1,634,400

675,000 

400,000 

22,879

1,630,000

500,000

40,000

200,000

120,000

100,000

600,000

70,000

1,540,000

240,000

0

0

1,200,000

100,000

1,530,000

1,530,000

4,700,000

令和３年度予算額 令和３年度決算額 摘　　要 令和４年度予算額比較増減 摘　要

項　目 令和３年度予算額 令和３年度決算額 摘　　要 令和４年度予算額比較増減 摘　要

令和３年度　事  業  報  告令和３年度　事  業  報  告
月 日（曜） 事　業　内　容

東
京
蛍
雪
賞
受
賞
者

 

御
礼
の
言
葉

前
生
徒
会
長

　北

川

翔

大

　こ
の
度
は
、
東
京
蛍
雪
賞
と

い
う
大
変
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
ま
で
の

努
力
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
い

う
達
成
感
と
と
も
に
、
こ
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
よ

り
一
層
の
努
力
を
し
よ
う
と
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　さ
て
、
こ
の
三
年
間
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
古
川
高
校
で
過

ご
し
た
時
間
は
と
て
も
有
意
義

で
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。﹁
文
武
両
道
﹂
と
い

う
校
訓
を
常
に
意
識
し
多
く
の

生
徒
が
日
々
努
力
し
て
い
る
中

で
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う

役
割
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

お
い
て
と
て
も
重
要
な
も
の
に

な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
い
つ
も
他
の
生
徒
の
模

範
と
な
れ
る
よ
う
に
学
業
・
部

活
動
・
生
徒
会
活
動
の
両
立
を

目
標
に
高
校
生
活
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
部
活
動
で
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
、
進
路
で
は
第

一
志
望
の
大
学
に
進
学
と
完
全

燃
焼
で
き
た
結
果
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　今
回
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る

賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
私
が
辿
っ
て
来
た
道

は
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
の

だ
と
い
う
証
明
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
本
当
に
自
分
は
学
校

の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の

か
、
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
賞
が
自
信

こ
と
の
大
き
な
重
圧
を
実
感
し

ま
し
た
が
、
応
援
団
の
仲
間
た

ち
や
先
生
方
に
支
え
ら
れ
、
最

後
の
定
期
戦
も
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
惜

敗
で
し
た
が
、
こ
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
、
私
た
ち
の
思
い
を
継

い
だ
後
輩
た
ち
が
来
年
再
び
凱

歌
を
歌
い
上
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。
私
は

高
校
に
入
る
ま
で
人
の
前
に
立

つ
こ
と
が
少
な
く
、
誰
か
の
た

め
に
働
く
と
い
う
こ
と
に
も
消

極
的
で
し
た
。
し
か
し
応
援
団

と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
、
大

勢
の
仲
間
と
と
も
に
励
む
力
の

大
切
さ
と
他
者
の
た
め
に
汗
を

流
す
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
今
後
は
将
来
の
目

標
で
あ
る
経
営
者
と
な
る
た
め

に
大
学
で
経
営
学
を
学
び
ま
す
。

応
援
団
で
得
ら
れ
た
経
験
は
大

学
、
そ
し
て
社
会
に
出
た
後
に

も
活
か
せ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
東
京
蛍
雪
賞
と
い

う
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た

こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
応
援
団
長
を
務
め

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

仙
台
蛍
雪
賞
受
賞
者

 

感
謝
の
言
葉

 

村

山

優

衣

　こ
の
度
は
仙
台
蛍
雪
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
賜
り
、
大
変

嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
こ
の
賞
を

受
賞
で
き
ま
し
た
の
も
、
家
族
、

先
生
方
、
友
人
の
励
ま
し
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　古
川
高
校
で
過
ご
し
た
日
々

は
決
し
て
楽
し
い
も
の
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勉

強
や
部
活
動
で
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
苦
し
め
ら

れ
ま
し
た
。
人
と
人
の
間
に
距

離
が
生
じ
、
マ
ス
ク
で
感
情
が

見
え
づ
ら
く
な
っ
て
、
当
た
り

前
が
失
わ
れ
た
日
々
を
何
度
恨

ん
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
ん
な
状
況
下
で
も
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
成
功
さ
せ
て
い
く
同
志
の

姿
に
古
川
高
校
の
生
徒
の
底
力

を
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
も
、

友
人
と
支
え
あ
い
、
困
難
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
中
で
、
辛
い

環
境
を
耐
え
抜
く
忍
耐
力
、
よ

り
よ
い
方
法
を
考
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
、
人
と
関
わ
り
合
う
こ

と
の
尊
さ
を
学
び
、
古
高
生
と

し
て
の
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
先
の

見
え
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

古
川
高
校
で
の
学
び
を
生
か
し

て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　高
校
三
年
間
を
通
し
て
家
族
、

先
生
方
、
友
人
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
恩
義
に
報
い
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
仙

台
蛍
雪
賞
の
名
に
恥
じ
な
い
人

間
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

仙
台
蛍
雪
賞
を
受
賞
し
て

伊

勢

夢

生

　こ
の
度
は
、
仙
台
蛍
雪
賞
と

い
う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
認

め
ら
れ
た
よ
う
で
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
に

あ
た
り
こ
れ
ま
で
私
を
支
え
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
や
先
生

方
、
友
人
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
が
古
川
高
校
で
の
三
年
間

に
お
い
て
も
っ
と
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
入
学
し
て
早
々

か
ら
の
応
援
練
習
で
す
。
寒
い

中
朝
早
く
か
ら
裸
足
に
な
り
体

育
館
で
大
声
を
出
す
こ
と
が
当

時
は
と
て
も
つ
ら
く
、
何
度
も

や
め
た
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
経
験
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
練
習
で
培
っ
た
忍
耐
力
は
、

そ
の
後
の
高
校
生
活
や
受
験
期

に
自
分
自
身
を
助
け
て
く
れ
る

大
き
な
武
器
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
様
々
な
制
限
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
友
人
と
マ

ス
ク
を
外
し
て
会
話
を
で
き
る

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
応

援
練
習
で
培
っ
た
忍
耐
力
で
こ

の
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
こ

れ
か
ら
先
、
仙
台
蛍
雪
賞
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
ま
す
ま
す
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

と
な
り
、
も
う
迷
わ
ず
に
前
へ

進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
改
め

て
、
今
回
の
選
抜
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

応
援
団
長
と
し
て

前
応
援
団
長

　石

川

稜

人

　高
校
三
年
間
を
振
り
返
る
と

色
々
な
経
験
や
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。
一
年
時
の
初
の
定
期
戦

で
誰
か
を
応
援
す
る
こ
と
と
そ

の
応
援
が
勝
利
と
い
う
形
で
実

を
結
ぶ
こ
と
の
喜
び
を
学
び
、

応
援
団
へ
入
団
し
ま
し
た
。
二

年
時
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
練
習

を
満
足
に
果
た
せ
な
い
ま
ま
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
歯
痒
さ
と
悔

し
さ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ

し
て
団
長
と
な
っ
て
か
ら
は
、

後
輩
の
応
援
団
員
や
新
入
生
た

ち
に
古
高
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

同窓会ホームページ同窓会ホームページ

http://furuko-doso.com

【
蛍
雪
章
】

　蛍
雪
章
と
は
、
年
度
ご
と
に
、
各
種
活
動
で
全
国
大
会
出

場
も
し
く
は
同
等
の
成
績
を
上
げ
た
生
徒
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、

毎
年
卒
業
式
︵
一
・
二
年
生
は
前
日
︶
に
全
校
生
徒
の
前
で

学
校
長
よ
り
校
章
を
記
し
た
﹁
蛍
雪
の
盾
﹂
が
授
与
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

◎
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
北
信
越
総
体

　
　
２
０
２
１
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
出
場
　
 

平
塚
尚
大

 

伊
東
遂
徳
・
北
川
翔
大
・
須
藤
柊
真
・
黒
沼
巧
夢

 

澁
谷

　怜
・
髙
橋
洋
皓
・
岩
谷

　拓
・
木
村
斗
南

 

荒
川
瑞
貴
・
今
野
岳
流
・
菅
原
理
希
・
小
島
昂
大

 

菅
井
星
凪
・
芦
田
蒼
依
・
鎌
田
侑
平
・
髙
橋
征
寛

◎
第
57
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
　
出
場

 

小
野

　史
瑠

◎
第
36
回
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
　
詩
部
門
　
優
良
賞

村
山

　真
子

◎
第
71
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
女
子
フ
リ
ー
・
ク
ラ
シ
カ
ル
出
場
 

遊
佐
眞
素
誠

第１回校内役員会
入学式・記念品（蛍雪バッチ）贈呈
在仙古高同窓会総会
同窓会会計監査
同窓会奨学金授与式・渡邊奨学金授与式、
第１回本部役員会
松山同窓会総会
三本木支部総会
同窓会報発送（約7,000部発送）
在京同窓会総会
年度当番幹事会
第２回年度当番幹事会（本部役員合同）（総会役割分担確認）
令和２年度　同窓会総会（於：グランド平成）
加美町支部総会
岩出山支部総会
色麻支部総会
「ふるさと探訪ツアー2021」（在京・在仙・本部合同企画）
県庁・古高同窓会総会
高校教職員蛍雪会総会
関西蛍雪会総会
第２回本部役員会
県庁大崎会総会
旧古川市内四校関東合同新年会
同窓会入会式
第74回卒業証書授与式にて記念品（証書ホルダー）贈呈
東京蛍雪賞・仙台蛍雪賞授与

８（木）
８（木）
中止
12（水）
25（火）

中止
中止
末
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
中止
28（月）

１（火）

４

５

６

７

８

10

11

12

１

２

３

【
東
京
蛍
雪
賞
】

　三
カ
年
の
本
校
在
学
中
、

生
徒
会
活
動
・
ク
ラ
ブ
活

動
等
、
高
校
生
活
全
般
に

わ
た
り
、
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
生
徒
を
称
え
る
と

共
に
、
後
輩
生
徒
の
道
し

る
べ
と
な
る
よ
う
、
本
校

在
京
同
窓
会
か
ら
授
与
す

る
も
の
。

【
仙
台
蛍
雪
賞
】

　三
カ
年
の
本
校
在
学
中
、

学
業
成
績
な
ら
び
に
生
活

全
般
に
お
い
て
、
特
に
模

範
的
だ
っ
た
生
徒
を
称
え

る
と
共
に
、
後
輩
生
徒
の

道
し
る
べ
と
な
る
よ
う
、

本
校
在
仙
同
窓
会
か
ら
授

与
す
る
も
の
。

令和３年度令和３年度 「蛍雪章」受賞者



ギ
ュ
ッ
と
抱
き
し
め
た
い
作

品
！
﹂
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
新
作
﹁
馬
鹿
者
の
軍

団
﹂。
撮
影
は
２
０
２
０
年
11

月
か
ら
始
め
、
こ
の
４
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
脚
本
を
眺
め
る

と
宮
澤
賢
治
の
世
界
を
感
じ
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
映
像
は
監

督
独
自
の
世
界
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　ロ
ケ
は
鳴
瀬
川
河
川
敷
や
町

内
の
駄
菓
子
屋
、
ま
た
個
人
宅

も
借
り
て
行
わ
れ
、﹁
馬
鹿
者

の
軍
団
﹂
で
ネ
ッ
ト
検
索
す
る

と
特
報
で
一
端
が
流
れ
ま
す
。

　公
開
は
ま
だ
で
す
が
、
な
ん

と
監
督
は
完
成
と
同
時
に
岩
手

県
の
花
巻
市
に
婿
入
り
し
た
の

で
す
。
持
参
金
替
わ
り
の
作
品

だ
っ
た
の
か
。
監
督
に
お
会
い

し
た
い
方
は
中
新
田
の
土
曜
日

カ
フ
ェ
﹁
路
上
﹂
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
映
画
に
は

私
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

　長
く
美
里
支
部
支
部
長
を
務

め
ら
れ
た
沼
津
敬
太
郎
氏
︵
13

回
卒
︶
の
ご
勇
退
、
遊
佐
清
氏

︵
20
回
卒
︶
の
新
支
部
長
就
任

で
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和
３
年
度

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
支
部
の
活
動
も
ま
っ
た

く
停
止
し
た
一
年
間
で
し
た
。

年
に
数
回
開
催
し
て
い
た
季
節

ご
と
の
懇
親
会
も
令
和
２
年
２

月
の
新
年
会
か
ら
開
催
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
笑
顔
で
乾

杯
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
し
て

　古
高
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ご

健
勝
に
て
、
益
々
ご
活
躍
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断

で
き
ま
せ
ん
。
第
4
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
も
始
ま
り
ま
す
。
新
し

い
変
異
株
に
な
り
、
感
染
力
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
重
症
者

や
死
亡
者
の
割
合
は
少
な
く
な

っ
て
、
弱
毒
化
し
て
い
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
べ
て
も

ま
だ
ま
だ
重
症
化
の
割
合
は
高

く
、
後
遺
症
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
油
断
せ
ず
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、

社
会
活
動
を
維
持
す
る
よ
う
に

工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
古
高
同
窓
会

も
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
、
か
つ
、
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
3
月
に
卒
業
し
た
古
高

生
の
国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者

は
96
名
で
過
去
2
番
目
に
多
い

結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
旧
7

帝
大
へ
の
合
格
者
は
少
な
く
、

医
学
部
医
学
科
へ
の
合
格
者
は

無
で
、
満
足
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
目
標
を

高
く
持
っ
て
健
闘
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

か
ら
20
年
ほ
ど
前
に
、
﹁
ウ
エ

ッ
ジ
﹂
と
い
う
雑
誌
を
新
幹
線

の
中
で
読
み
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
、
難
関
大
学
に
多
く
の
合

格
者
を
誇
る
有
名
な
予
備
校
の

名
物
教
師
が
以
下
の
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
今

の
大
人
は
子
供
に
、
感
動
や
夢

を
伝
え
て
い
な
い
。
中
学
生
、

高
校
生
は
良
い
も
の
に
心
か
ら

感
動
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
感
動
す
る
こ
と
や
夢
を

持
つ
こ
と
が
人
を
育
て
る
。
先

日
も
書
き
ま
し
た
が
、
我
々
は

﹁
イ
ナ
ー
シ
ャ
︵
そ
れ
な
り
に

う
ま
く
い
っ
て
い
る
状
態
で
、

自
ら
変
革
す
る
こ
と
な
く
、
何

と
な
く
そ
の
ま
ま
続
け
る
こ

と
︶
﹂
に
毒
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

常
に
目
標
を
高
く
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
と
し

て
も
、
教
職
員
等
と
相
談
し
な

が
ら
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
よ
り
、
世
界
情
勢
が
不

安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際

法
を
遵
守
し
な
い
ロ
シ
ア
の
暴

挙
は
許
し
が
た
い
も
の
で
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
類
は

戦
い
の
歴
史
で
す
。
過
去
30
年

の
間
に
も
、
湾
岸
戦
争
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ

ラ
ク
戦
争
な
ど
が
お
こ
り
、
多

く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、
国

が
破
壊
さ
れ
、
経
済
が
混
乱
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
戦

争
は
多
く
は
人
種
・
宗
教
間
の

争
い
で
す
が
、
今
回
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
入
の
意
向

が
問
題
と
な
り
、
体
制
の
問
題

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大

き
な
戦
争
に
な
ら
な
い
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
奇

跡
的
に
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
現
状
の
世
界
で

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

賢
い
対
応
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　私
が
教
授
に
な
っ
て

︵
1
9
9
7
年
︶
間
も

な
い
こ
ろ
の
医
学
部
教

授
会
の
忘
年
会
で
、
九

十
歳
を
超
え
る
元
医
学

部
第
二
外
科
教
授
の
槙

哲
夫
名
誉
教
授
が
﹁
争

い
と
い
う
の
は
困
っ
た

も
の
だ
。
誰
か
皆
が
仲

良
く
な
る
方
法
を
発
見

し
て
欲
し
い
﹂
と
笑
顔

で
、
そ
し
て
真
剣
に
話

し
て
お
ら
れ
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
科
学
や

技
術
は
進
歩
し
て
も
、

人
は
賢
く
な
っ
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　最
後
に
、
古
川
高
校

の
益
々
の
発
展
と
、
古

高
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
教
育
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
今

年
の
卒
業
生
の
進
学
状
況
は
国

公
立
大
学
現
役
合
格
96
名
、
東

北
大
学
へ
の
現
役
合
格
者
も
４

名
に
増
加
し
、
こ
の
勢
い
に
乗

っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
４
月
に
行
わ
れ

た
入
学
式
の
祝
辞
で
は
伊
藤
同

窓
会
長
よ
り
旧
帝
大
20
名
、
医

学
部
10
名
を
目
指
す
べ
し
と
い

う
檄
が
飛
ば
さ
れ
、
新
入
生
の

心
に
灯
を
点
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　学
校
で
は
今
年
も
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
学

校
生
活
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

密
集
を
防
ぐ
、
大
声
の
禁
止
等

に
よ
り
入
学
式
や
対
面
式
、
応

援
練
習
な
ど
が
制
限
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
に
あ
り
ま
す
が
、
築
館
高
校

と
の
定
期
戦
を
応
援
生
徒
を
入

れ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
開
会
式
は
リ
モ
ー
ト
、

応
援
合
戦
は
拍
手
の
み
、
閉
会

式
は
各
校
で
分
か
れ
て
行
う
と

い
う
変
則
的
な
形
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
３
年
生
も
仲
間
が
戦

う
姿
を
初
め
て
応
援
す
る
こ
と

に
な
り
、
古
高
生
と
し
て
の
一

体
感
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果
は
９
対
４
で

本
校
が
勝
ち
昨
年
度
の
雪
辱
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　令
和
３
年
度
の
部
活
動
の
活

躍
は
、
ス
キ
ー
部
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
︵
男
子
︶、
文
芸
部
︵
詩

部
門
︶、
囲
碁
将
棋
部
︵
将
棋

部
門
︶
の
全
国
大
会
出
場
。
陸

上
部
、
剣
道
部
、
水
泳
部
、
卓

球
部
、
合
唱
部
の
東
北
大
会
出

場
︵
一
部
出
場
権
獲
得
後
大
会

中
止
︶
な
ど
多
く
の
部
が
そ
の

成
果
を
形
と
し
て
残
し
て
お
り

ま
す
。

　令
和
４
年
度
の
開
校
記
念
講

演
は
昨
年
10
月
に
凸
版
印
刷
社

長
の
麿
秀
晴
氏
︵
古
高
26
回

生
︶
が
大
崎
市
古
川
で
講
演
し

た
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し

た
。
大
崎
地
区
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
勢
い
が
収
ま
ら
ず
、
三
密

を
避
け
る
配
慮
が
必
要
な
こ
と

か
ら
各
教
室
で
の
聴
講
と
な
り

ま
し
た
。
氏
の
座
右
の
銘
は

﹁
質
朴
剛
健
﹂
だ
そ
う
で
す
。

講
演
の
最
後
に
在
校
生
に
向
け

て
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
﹁
成
功
の
反
対
は

挑
戦
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。
挑
戦
す
れ
ば
例
え

失
敗
し
た
と
し
て
も

﹃
経
験
﹄
と
い
う
財
産

が
残
る
。
挑
戦
は
自
分

へ
の
投
資
で
あ
る
﹂
。

在
校
生
に
と
っ
て
、
と

て
も
い
い
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

間
、
母
校
古
川
高

校
で
音
楽
の
教
鞭

を
執
ら
れ
、
吹
奏

楽
部
を
は
じ
め
合

唱
や
マ
ン
ド
リ
ン

部
の
指
導
に
も
尽

力
し
、
優
秀
な
成

績
を
修
め
る
ク
ラ

ブ
に
導
き
ま
し
た
。

現
在
で
も
美
里
町

の
小
牛
田
混
声
合

唱
団
を
は
じ
め
地

域
の
音
楽
団
体
を

指
導
す
る
な
ど
精

力
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　さ
て
、
こ
の
よ
う
な
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
の
３
月
20
日
、
美
里

町
の
美
里
町
文
化
会
館
に
お
い

て
﹁
古
川
高
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

会
記
念
演
奏
会
〜
創
部
60
周
年

＆
友
川
廣
人
先
生
指
導
者
生
活

60
周
年
記
念
〜
﹂
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
友
川

先
生
の
指
揮
で
50
数
名
の
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
が
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
繰
り
広
げ
、
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
の

賛
助
出
演
も
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し

て
活
躍
す
る
方
や
趣
味
で
音
楽

を
続
け
て
い
る
方
々
が
一
堂
に

会
し
て
演
奏
す
る
姿
は
、
ま
さ

に
Ｏ
Ｂ
会
な
ら
で
は
で
し
た
。

　友
川
先
生
は
、
ご
自
身
も
同

窓
生
で
、
昭
和
39
年
か
ら
25
年

古　高　同　窓　会　報 令和４年７月１日 令和４年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （２）

宮
城
県
古
川
高
等
学
校
同
窓
会

　会
長

　伊

藤

貞

嘉
（
昭
和
47
年
卒
）

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

　校
長

　藤

川

卓

志
（
昭
和
56
年
卒
）

（７）

美
里
支
部

事
務
局

　末

永

裕

悦

　
︵
昭
和
52
年
卒
・
高
29
回
︶

令和４年度

　梅
雨
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　さ
て
、
今
年
度
は
3
年
ぶ
り
に
8

月
11
日
︵
木
︶
に
ア
イ
ン
パ
ル
ラ
浦

島
に
て
古
川
高
校
同
窓
会
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
2
年
遅

れ
に
な
り
ま
す
が
同
窓
会
設
立

1
1
0
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
本

校
Ｏ
Ｂ
音
楽
家
に
よ
る
演
奏
会
を
盛

大
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
感
染

対
策
を
十
分
に
施
し
て
懇
親
会
も
実

施
い
た
し
ま
す
。
現
在
開
催
に
向
け

て
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
過
去
に
出
席
い
た

だ
い
て
い
る
方
へ
は
往
復
は
が
き
に

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各

年
度
幹
事
︵
今
年
度
は
高
26
・
27
・

28
・
33
・
38
・
43
・
48
・
53
回
生
︶

や
各
支
部
等
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
本
部
事
務
局

等
で
も
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
出
席

い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
3
年
ぶ
り
の
開

催
に
な
り
ま
す
の
で
お
時
間
に
都
合

が
つ
く
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
と
な
っ
た
。
自
分
の
レ
ー

ン
に
入
っ
た
瞬
間
の
ワ
ク
ワ
ク

は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
ま
た
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
動
き

を
見
て
学
ぶ
部
分
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
練
習
で
意
識
し
て
自
分
の
成

長
に
つ
な
げ
た
い
。

　今
大
会
を
通
じ
て
、
陸
上
は

団
体
競
技
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。
自
分
が
出
場
で
き
た

の
も
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た

東
北
大
会
に
参
加
し
て

　
　二
年
四
組

西

塚

新

平

　今
回
の
東
北
高
校
総

体
で
は
自
分
の
走
り
が

で
き
た
と
思
う
。
初
の

東
北
大
会
で
緊
張
し
た

が
、
会
場
の
雰
囲
気
に

呑
ま
れ
ず
自
分
の
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
自
分
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
い
い

選
手
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た

先
生
や
マ
ネ
さ
ん
の
お
か
げ
だ

と
改
め
て
感
じ
た
。

　今
大
会
で
自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
皆
に
共
有
で
き
れ
ば
と
思

う
。
そ
し
て
三
年
生
の
先
輩
が

引
退
し
た
今
、
こ
れ
か
ら
の
新

人
大
会
や
来
年
の
高
総
体
で
こ

れ
ま
で
以
上
の
活
躍
が
で
き
る

よ
う
に
、
短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
長

と
し
て
皆
を
引
っ
張
っ
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

東
北
大
会
に
参
加
し
て

一
年
二
組

　佐

藤

謙

臣

　私
は
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た

東
北
大
会
に
四
×
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
と
四
×
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
出
場
し
ま
し

た
。　私

に
と
っ
て
こ
の
大
会
は
、

今
後
の
成
長
の
糧
と
な
る
も
の

で
し
た
。
私
は
一
年
生
で
ま
だ

経
験
も
少
な
い
た
め
、
緊
張
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
自
分
が
失
敗
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
今
年
最
後
の
先
輩
方

の
大
会
を
台
無
し
に
し
て
し
ま

う
。
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
。
と
自
分
の

事
で
精
一
杯
だ
っ
た
私
を
、

先
輩
方
が
気
軽
に
走
れ
と
言

っ
て
く
れ
た
た
め
、
心
の
少

し
ゆ
と
り
が
で
き
全
力
で
走

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
四
×
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
で
予
選
を
通
過

し
準
決
勝
へ
進
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
、

決
勝
へ
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
北
大
会

と
い
う
舞
台
で
全
力
で
走
り
、

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
最

後
は
笑
顔
で
終
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で

す
。　私

は
こ
の
貴
重
な
経
験
を

今
後
に
活
か
す
と
と
も
に
、

東
北
大
会
に
行
か
な
か
っ
た

部
員
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
来
年
こ
そ
は
、
東
北

大
会
の
決
勝
に
残
れ
る
よ
う

な
選
手
に
な
り
ま
す
。

育
館
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例

の
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
の
説

明
と
歓
迎
の
言
葉
を
頂
き
、

役
員
紹
介
、
ク
ラ
ス
幹
事
紹

介
、
同
窓
会
よ
り
記
念
品
贈

呈
と
い
う
流
れ
で
実
施
し
ま

し
た
。 

　伊
藤
会
長
か
ら
同
窓
会
入

会
の
歓
迎
の
言
葉
と
古
高
同

窓
会
の
活
動
実
績
、
卒
業
生

に
対
す
る
今
後
の
期
待
な
ど

の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
在
校
生
と
の
意
見
交
換

会
は
設
け
ず
簡
素
の
形
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
卒
業

生
の
同
窓
会
活
動
へ
理
解
と

今
後
の
協
力
を
得
る
に
は
有

効
な
入
会
式
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　令
和
３
年
２
月
28
日
︵
月
︶
卒
業

式
の
前
日
に
同
窓
会
か
ら
は
伊
藤
貞

嘉
会
長
は
じ
め
4
名
が
出
席
し
、
卒

業
式
の
準
備
が
す
っ
か
り
整
っ
た
体

「コロナ禍における同窓会入会式」「コロナ禍における同窓会入会式」

同窓会入会式令和３年度

ご

　挨

　拶

校
長
あ
い
さ
つ

ご

　挨

　拶

校
長
あ
い
さ
つ

古川高校同窓会
総会開催について
古川高校同窓会
総会開催について

陸上競技部

東
北
大
会
出
場

東
北
大
会
出
場

東
北
大
会
出
場

高総
体

　昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終
息

が
み
ら
れ
な
い
中
、
当
会
の
活

動
も
長
く
滞
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
例
年
11
月
に
開
催
し
て
い

る
同
窓
会
で
す
が
今
年
は
早
め

の
時
期
に
実
施
で
き
れ
ば
と
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
関
西
地
区

の
感
染
者
数
の
推
移
を
み
ま
す

と
、
す
で
に
５
月
連
休
後
の
増

加
、
８
月
夏
休
み
後
の
増
加
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
厳
し

い
状
況
で
す
。
開
催
に
お
い
て

は
感
染
者
を
出
さ
な
い
事
が
前

提
で
す
の
で
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
く
よ
う
で
し
た
ら
開
催
へ

の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
が
今
後
の
状
況
を

み
な
が
ら
開
催
の
判
断
を
し
て

い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　関
西
地
区
の
同
窓
生
の
皆
さ

ん
に
関
し
て
は
特
に
心
配
す
る

よ
う
な
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
昨
年
同
様
こ
の

よ
う
な
状
況
が
一
刻
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
当
会
役
員
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
の
活
動
報
告
の
筆
を
執

る
に
あ
た
っ
て
、
一
昨
年
と
同

様
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
ぼ
全
て
の
同

窓
会
活
動
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
総
会
中
止
に
伴
い
、
６
月

末
に
議
案
書
を
会
員
全
員
へ
送

付
し
て
、
回
答
書
で
、
決
算
・

予
算
案
を
議
決
し
た
形
に
な
り

ま
し
た
。
１
月
末
の
旧
古
川
市

内
四
校
合
同
新
年
会
は
、
当
初

都
内
の
感
染
者
数
が
一
日
20
人

前
後
と
減
少
し
、
開
催
で
き
る

の
で
は
と
目
論
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
激

に
拡
が
り
開
催
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
高
が

幹
事
校
と
し
て
の
演
奏
会
は
、

再
び
次
年
度
に
繰
り
延
べ
に
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　本
会
報
が
配
布
さ
れ
る
頃
に

は
、
６
月
26
日
総
会
が
開
催
時

期
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
年
は
、

御
徒
町
の
総
合
宴
会
場
「
オ
ー

ラ
ム
」
で
3
年
振
り
に
開
催
予

定
で
お
り
ま
す
。
招
待
講
演
は
、

南
極
観
測
隊
4
回
参
加
（
夏
・

冬
隊
長
含
む
）
の
国
立
極
地
研

究
所
名
誉
教
授 

佐
藤
夏
雄
氏
に

「
南
極
の
大
自
然
と
観
測
隊
〜

厳
し
く
壮
大
な
自
然
と
閉
ざ
さ

れ
た
環
境
で
の
越
冬
生
活
〜
」

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
役
員
改
選
が
繰
り
延
べ

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
若

返
り
を
図
っ
て
新
体
制
で
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

昭
和
48
年
卒
伊
藤
健
二
が
新
会

長
に
就
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

小
生
の
約
20
年
間
務
め
た
役
目

も
終
え
る
予
定
で
す
。
古
高
同

窓
会
の
末
永
い
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
永
ら
く
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　古
高
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。　さ

て
、
令
和
4
年
度
在
仙
古

高
同
窓
会
定
期
総
会
は
、
皆
様

の
安
全
を
考
慮
い
た
し
ま
し
た

結
果
、
や
む
な
く
延
期
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
も
大
分
普
及

し
、
感
染
者
数
も
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
総
会

の
ご
案
内
が
で
き
る
日
も
そ
う

遠
く
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

正
式
日
程
が
決
ま
り
次
第
ご
案

内
を
差
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　今

年
に
入
り
、
観
光
や
飲
食

業
界
に
も
回
復
基
調
が
み
ら
れ

前
向
き
な
年
に
な
ろ
う
か
と
思

っ
た
矢
先
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情

勢
に
我
々
も
他
人
事
で
は
い
ら

れ
な
い
よ
う
な
緊
張
感
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
刻
も
早
い
収
束
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

　平
和
の
尊
さ
と
人
間
の
最
も

崇
高
な
行
為
で
あ
る
文
化
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
を
謳
歌
で
き
る

こ
の
国
に
感
謝
し
、
次
の
世
代

に
受
け
継
い
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
騒
動
も
終
息
に
向
か

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
今
し
ば

ら
く
辛
抱
し
、
マ
ス
ク
な
し
で

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
日
を
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　県
庁
古
川
高
等
学
校
同
窓
会

は
、
会
員
数
約
４
０
０
名
を
擁

し
、
県
庁
内
で
も
そ
の
会
員
数

の
多
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
例
年
11
月
に
総
会
を
開
催

し
、
１
０
０
名
近
い
会
員
の
出

席
に
よ
り
盛
大
に
開
催
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
や

む
な
く
中
止
と
し
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
会
長
を

務
め
ら
れ
た
大
森
克
之
総
務
部

長
（
昭
和
55
年
卒
、
高
32
回
）、

名
誉
会
長
の
佐
野
好
昭
副
知
事

（
昭
和
51
年
卒
、
高
28
回
）
が

こ
の
３
月
退
職
さ
れ
、
令
和
４

年
度
は
山
下
浩
之
新
会
長
（
昭

和
56
年
卒
、
高
33
回
）
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
幹
部
職
員
か

ら
若
手
職
員
ま
で
一
体
感
の
取

れ
た
唯
一
無
二
の
同
窓
会
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
今
年
度
は
総
会
を

開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
諸
先
輩
方
の

変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
県
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
と
の

両
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

県
職
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
古
川
高

等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
県
民
の
皆
様
方
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令
和
３
年
度
の
総
会
は
11
月

13
日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
急
拡
大
の
た
め
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

で
あ
れ
ば
、
40
名
か
ら
50
名
ほ

ど
の
公
立
高
校
・
特
別
支
援
学

校
に
所
属
す
る
同
窓
生
が
ホ
テ

ル
白
萩
に
集
い
、
先
生
方
の
悩

み
や
喜
び
を
共
有
し
な
が
ら
共

に
励
ま
し
合
う
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
は
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　年
が
明
け
、
一
時
は
感
染
状

況
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
役
員
会

を
開
く
予
定
で
し
た
が
、
第
６

波
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
役
員

会
で
す
ら
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
も
、
役
員
同

士
メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
合
い
、

中
に
は
「
皆
様
と
お
会
い
す
る

こ
と
が
叶
わ
ず
大
変
残
念
で

す
。」「
せ
め
て
役
員
会
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
下

火
に
な
る
の
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。」
な
ど
、『
蛍
雪
会
』

に
想
い
を
寄
せ
る
文
言
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
11
月
12
日
（
土
）

開
催
予
定
の
総
会
に
向
け
、
新

規
感
染
者
数
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
第
１
回
役
員
会
を
近
日

中
に
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
総
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
安
心
安
全
で
実
り
あ

る
総
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　映
画
監
督
の
中
島
悠
作
氏

（
平
成
25
年
卒
・
高
65
回
）
の

新
作
「
馬
鹿
者
の
軍
団
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

　中
島
監
督
は
２
０
１
９
年
ゆ

う
ば
り
映
画
祭
の
短
編
映
画
部

門
で
「
極
東
ゲ
バ
ゲ
バ
風
雲
録
」

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
章
し
て
い

て
、
審
査
員
は
「
愛
お
し
い
、

（３） 古　高　同　窓　会　報 令和４年７月１日 令和４年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （６）

関
西
螢
雪
会

会
長

　高

橋

達

也

　
︵
昭
和
47
年
卒
・
高
24
回
︶

在
京
古
高
同
窓
会

事
務
局
長

　佐
々
木

恭

次

　
︵
昭
和
38
年
卒
・
高
15
回
︶

在
仙
同
窓
会

幹
事
長

　齋

藤

修

正

　
︵
昭
和
60
年
卒
・
高
37
回
︶

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

県
庁
同
窓
会

幹
事
長

　千

葉

智

幸

　
　

 

︵
昭
和
62
年
卒
・
高
39
回
︶

の
予
習
と
復
習
を
始
め
と
す
る

学
習
に
な
お
一
層
励
み
、
そ
の

名
に
恥
じ
ぬ
言
動
を
心
が
け
た

い
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。　今

年
度
は
、
例
年
と
形
式
は

異
な
る
も
の
の
船
形
山
登
山
が

実
施
さ
れ
、
臙
紫
定
期
戦
も
限

り
な
く
例
年
に
近
い
形
で
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
制
限
が

徐
々
に
緩
和
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

私
の
周
囲
に
は
自
分
の
選
択
肢

を
広
げ
ら
れ
る
機
会
が
溢
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
授
業
や
部
活

動
で
あ
っ
た
り
、
先
生
方
や
級

友
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
す
が
、

ど
の
経
験
も
自
分
の
将
来
に
生

き
て
く
る
と
確
信
さ
せ
ら
れ
る
、

と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
糧
と
し
て
、

進
路
実
現
の
た
め
に
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

度
は
奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

御
礼
の
言
葉

二
年
一
組

　池

田

直

樹

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
一
年
間
﹃
文
武
両
道
﹄
を
意

識
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
土
日
も
部
活
動
が
あ

る
中
、
授
業
間
や
登
校
前
の
十

分
間
な
ど
の
少
し
の
時
間
を
活

用
し
て
勉
学
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
こ
の
よ

う
な
形
に
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
と
同
時
に
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　そ
し
て
、
希
望
進
路
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
二
年
生
と
し

て
の
期
間
に
何
を
す
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
先
輩
方
が

仰
っ
て
い
ま
し
た
。﹃
文
武
両

道
﹄
の
意
識
を
継
続
し
、
今
ま

で
以
上
に
勉
学
と
部
活
動
に
励

む
と
と
も
に
、
自
分
の
進
路
に

つ
い
て
も
具
体
的
に
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。
自
分
の
興
味
の

あ
る
分
野
に
限
ら
ず
、
自
分
が

あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
な
分
野

の
情
報
・
文
章
に
触
れ
る
こ
と

で
自
分
の
視
野
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
。 

今
回
奨
学
生
に
選

ば
れ
た
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家
族

と
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
礼
の
言
葉

三
年
二
組

　佐

藤

杏

美

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
に
選

ば
れ
、
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
る

一
方
、
心
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
ま
す
。
奨
学
生
と
し
て
恥

の
な
い
よ
う
学
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　現
在
の
三
年
生
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
入
学
式

の
延
期
な
ど
例
年
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
家

族
や
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、
ま
た
友
達
と
支
え
合
っ
て

今
が
あ
り
ま
す
。
私
は
周
り
の

人
た
ち
の
優
し
さ
な
し
で
は
二

年
間
勉
強
に
励
む
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
か
ら
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨

し
合
え
る
仲
間
と
日
々
邁
進
し

て
恩
を
返
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　今
の
目
標
は
や
は
り
志
望
校

合
格
で
す
。
自
分
の
弱
さ
に
負

け
ず
、
絶
対
に
諦
め
な
い
と
い

う
覚
悟
を
持
っ
て
、
最
後
ま
で

や
り
抜
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
残
り
の
学
生
生
活
の

中
で
価
値
の
あ
る
人
間
を
目
指

し
、
人
と
し
て
も
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
渡
邊
奨
学
金
は
本
校
高
11

回
卒
業
生
渡
邊
義
之
氏
の

篤
志
寄
附
を
奨
学
基
金
と

し
、
平
成
28
年
度
よ
り
奨

学
金
を
給
付
す
る
。

　三
年
生
で
東
北
大
等
難
関
国

公
立
大
学
・
医
学
部
医
学
科
を

志
望
し
有
望
な
生
徒
に
対
し
、

奨
学
金
を
授
与
す
る
も
の
。︵
金

額
は
十
万
円
︶

 

感
謝
の
言
葉

三
年
一
組

　菅 

原 

結
衣
菜

　こ
の
度
は
渡
邊
奨
学
生
に
選

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
名
誉
あ
る
奨
学
生

に
自
分
が
選
抜
さ
れ
る
と
は
全

く
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
古
川
高
校
に
入
学
し
て

か
ら
の
生
活
で
自
分
が
頑
張
っ

て
き
た
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な

形
で
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
く
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。　私

た
ち
75
回
生
の
入
学
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

開
始
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
、
生
活

の
す
べ
て
が
、
例
年
通
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
部
活
動
と
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
勉
学
に
励
み
、
高
校
生

活
を
送
る
こ
と
は
、
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
験

を
控
え
る
最
高
学
年
に
な
っ
た

今
、
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人

た
ち
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　受
験
生
と
し
て
過
ご
す
高
校

生
活
最
後
の
一
年
の
最
終
目
標

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
進
路
実

現
で
す
。
大
学
受
験
と
い
う
大

き
な
壁
に
対
し
て
、
不
安
や
心

配
は
ま
だ
ま
だ
大
き
く
、
目
標

と
現
実
の
差
に
愕
然
と
す
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、
多
く
の
仲
間
た

ち
と
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が
ら
、

最
高
形
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
言
葉

三
年
五
組

　安

村

　
崚

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

ま
で
努
力
し
て
き
た
結
果
、
こ

の
よ
う
な
名
誉
あ
る
奨
学
生
に

選
ば
れ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
奨
学
生

に
選
ば
れ
た
か
ら
に
は
、
よ
り

学
業
に
励
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
普
段
と
は
違

う
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
乱
さ
れ
る
こ
と
な

く
学
習
に
専
念
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
、
良
い
成
績
に
繋

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
は
自
分
一
人
だ
け
の

力
で
で
き
た
こ
と
で
は
な
く
、

家
族
や
先
生
方
の
手
厚
い
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
奨
学
生
に

な
れ
た
こ
と
は
恩
返
し
の
ひ
と

つ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　三
年
生
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

は
進
路
実
現
の
た
め
今
ま
で
以

上
に
大
変
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
奨
学
生
に
選
ん

で
い
た
だ
い
た
こ
と
を
励
み
に

し
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

こ
の
度
は
奨
学
生
に
選
ん
で
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

教
職
員
蛍
雪
会

　幹
事
長

　佐
々
木

　伸

　
　

 

︵
昭
和
60
年
卒
・
高
37
回
︶

加
美
支
部

事
務
局
長

　諸

岡

敏

博

　
　

 

︵
昭
和
46
年
卒
・
高
23
回
︶

　各
学
年
の
成
績
優
秀
な
生
徒

に
同
窓
会
か
ら
奨
学
金
を
授
与

す
る
も
の
。︵
一
年
生
は
入
試
成

績
が
抜
群
な
も
の
。
二
・
三
年
生

は
前
年
度
成
績
優
秀
な
も
の
で
、

未
授
与
者
。
金
額
は
六
万
円
︶

 

お
礼
の
言
葉

一
年
二
組

　戸

田

青

依

　こ
の
度
は
古
川
高
校
同
窓
会

奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
初
め
て
選
抜
の
お
知
ら
せ

を
受
け
た
際
、
奨
学
金
制
度
の

存
在
は
認
知
し
て
い
た
も
の
の
、

ま
さ
か
自
分
が
選
ん
で
い
た
だ

け
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
大

変
驚
き
ま
し
た
。

　今
回
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る

奨
学
生
に
選
抜
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
今
後
も
日
々

同
窓
会
奨
学
生

同
窓
会
奨
学
生

令和
4年度

渡
邊
奨
学
金

渡
邊
奨
学
金

令和
4年度

三
年

　菅
原
結
衣
菜

三
年

　安
村

　
　崚

一
年

　戸
田

　青
依

二
年

　池
田

　直
樹

三
年

　佐
藤

　杏
美



第
六
十
三
回
定
期
戦

〜
古
高
勝
利
！

　連
敗
阻
止
〜

〜
古
高
勝
利
！

　連
敗
阻
止
〜

（１） 古　高　同　窓　会　報 令和４年７月１日
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令和４年７月１日 古　高　同　窓　会　報 （８）

　今
春
卒
業
し
た
74
回
生
は
、
男
女
共
学
15
期
生
と
な
り
ま
す
。

男
子
が
１
２
１
名
、
女
子
１
０
８
名
、
文
系
と
理
系
の
ク
ラ
ス

が
そ
れ
ぞ
れ
３
ク
ラ
ス
で
、
文
理
が
ほ
ぼ
均
衡
し
た
学
年
で
し

た
。
74
回
生
の
国
公
立
大
の
現
役
合
格
者
数
は
の
べ
96
名
で
あ

り
過
去
２
番
目
に
多
く
、
合
格
率
は
過
去
最
高
で
し
た
。
推

薦
・
総
合
型
で
の
合
格
者
は
20
名
で
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
結
果
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
的
な
国
公
立
大
進
学
者

数
は
88
名
で
、
国
公
立
大
に
合
格
し
な
が
ら
も
地
元
も
し
く
は

意
中
の
私
立
大
に
進
学
し
た
者
が
５
名
い
ま
し
た
。
74
回
生
は

入
学
次
か
ら
英
語
を
苦
手
と
し
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
模
試

の
成
績
も
あ
ま
り
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
難
関
国

立
大
へ
の
合
格
は
東
北
大
の
４
名
の
み
と
今
一
つ
で
し
た
が
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
努
力
し
て
本
番
で
よ
く
健
闘
し
、
結
果
を

残
し
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
東
北
大
に
合
格
し
た
4
名
の

う
ち
、
A
O
Ⅱ
で
２
名
、
A
O
Ⅲ
で
１
名
が
出
願
し
、
そ
れ
ぞ

れ
１
名
ず
つ
合
格
し
、
合
格
率
は
67
％
に
上
が
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
般
選
抜
で
は
12
名
受
験
し
て
２
名
の
合
格
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
学
部
別
に
は
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
工
学
部
、

医
学
部
︵
保
健
学
科
︶
に
各
1
名
ず
つ
で
し
た
。

　毎
年
受
験
者
の
多
い
岩
手
大
が
15
名
、
山
形
大
11
名
、
宮
城

教
育
大
は
12
名
が
合
格
し
、
良
い
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
後
期
合
格
は
７
名
で
、
山
形
大
は

５
名
中
３
名
合
格
し
て
お
り
、
後
期
日
程
ま
で
を
見
通
し
て
戦

略
的
に
受
験
先
を
検
討
し
、
諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
れ
ば
、
合

格
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　最
近
の
傾
向
と
し
て
、
後
期
日
程
の
募
集
人
数

は
減
少
傾
向
、
も
し
く
は
後
期
日
程
を
設
け
な
い

大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
公
立
大
学
の

学
校
推
薦
型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
の
人
数
枠
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
学
校
推
薦
・
総
合

型
で
受
験
す
る
生
徒
が
増
加
し
、
合
格
者
も
昨
年

度
︵
14
名
︶
よ
り
多
い
20
名
で
し
た
。
学
校
推

薦
・
総
合
型
に
つ
い
て
は
﹁
総
合
的
な
探
究
の
時

間
﹂
で
の
探
究
活
動
の
成
果
が
合
否
に
影
響
す
る

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　卒
業
生
に
は
、
古
高
で
の
3
年
間
で
身
に
つ
け

た
力
を
土
台
と
し
て
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
で
さ
ら
に

飛
躍
し
、
将
来
は
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

入 試 合 格 状 況

１、国立大学合格者数 ２、公立大学合格者数

３、私立大学合格者数（延べ数）

大　学

入試年度 ４年度

令和４年３月卒業生の進路状況

22

現役

現役

過卒
男 女

４年度

現役 過卒 男 女

北 海 道 大 学

室 蘭 工 業 大

北 海 道 教 育 大

弘 前 大

秋 田 大

岩 手 大

東 北 大

宮 城 教 育 大

山 形 大

福 島 大

茨 城 大

筑 波 大

宇 都 宮 大

埼 玉 大

千 葉 大

東 京 工 業 大

群 馬 大

横 浜 国 立 大

新 潟 大

信 州 大

山 梨 大

金 沢 大

大 阪 大

大 阪 教 育 大

広 島 大

京 都 教 育 大

岡 山 大

鳥 取 大

九 州 大

琉 球 大

国 立 大 合 計

1

4

3

4

15

4

12

11

3

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

69

1

2

1

1

5

1

2

2

2

12

3

5

9

1

1

3

1

1

1

1

1

46

2

1

2

3

1

7

2

2

1

1

1

23

大　学

入試年度 ４年度

22

現役

現役

現役

過卒
男 女

国 公 立 大 合 計

96 7 58 38

大　学

入試年度 ４年度

22

現役 過卒

岩 手 医 科 大

東 北 学 院 大

東 北 工 業 大

東 北 福 祉 大

東 北 医 薬 大

宮 城 学 院 女 子 大

仙台白百合女子大

石 巻 専 修 大

尚 絅 学 院 大

東 北 文 化 学 園 大

東 北 芸 術 工 科 大

国 際 医 療 福 祉 大

獨 協 大

青 山 学 院 大

北 里 大

慶 應 義 塾 大

國 學 院 大

駒 澤 大

芝 浦 工 業 大

専 修 大

中 央 大

東 海 大

東 京 農 業 大

東 洋 大

日 本 大

法 政 大

明 治 大

立 教 大

神 奈 川 大

同 志 社 大

立 命 館 大

そ の 他 の 大 学

私 立 大 合 計

4

160

38

41

5

57

4

7

7

16

2

9

2

3

2

1

3

1

2

3

4

5

4

2

8

1

3

4

1

4

96

499

1

1

1

2

1

1

1

1

2

10

国公立大学 私立大学 国公立短大 私立短大 大学校

合格者

進学者

専修各種

高看

一般

就　職

公務員

民間

受験
準備 その他

96

88

499

105

4

2

4

4

0

0

10

9

5

1
13 0

1

2

8

2

3

1

1

4

1

1

1

1

1

27

1

1

2

1

2

2

1

1

3

1

1

12

2

6

2

1

1

1

1

1

15

青 森 公 立 大

岩 手 県 立 大

宮 城 大

群馬県立県民健康科学大

高 崎 経 済 大

前 橋 工 科 大

横 浜 市 立 大

都 留 文 科 大

山 梨 県 立 大

新 潟 県 立 大

長 岡 造 形 大

三 条 市 立 大

富 山 県 立 大

県 立 広 島 大

神 戸 市 立 外 語 大

島 根 県 立 大

公 立 大 合 計

宮城県古川高等学校同窓会
〒989－6155
宮城県大崎市古川南町2－3－17
☎ 0229－22－3034　FAX 0229－23－4621
http://furuko-doso.com
印刷／㈲中村印刷　☎ 0229－63－2008

　４
月
27
日
（
水
）
築
館
高
校
を
会
場
に
第
63
回
燕

紫
定
期
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
の
地
震
の
影
響

で
予
定
し
て
い
た
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
や
、

会
場
で
の
応
援
人
数
や
応
援
方
法
に
も
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
中
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で

い
ろ
い
ろ
と
制
限
が
あ
る
定
期
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　開
会
式
は
対
面
形
式
で
は
行
わ
ず
、

事
前
に
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
を
両
校
で

視
聴
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
在
籍
し
て
い
る
生
徒
た
ち
は
、
伝

統
的
な
開
会
式
を
経
験
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
引
き
継

い
で
い
く
の
か
が
課
題
と
な
り
そ
う

で
す
。

　対
戦
結
果
は
表
に
書
い
て
あ
る
と

お
り
で
す
。
通
算
成
績
を
42
勝
17
敗

３
分
と
し
ま
し
た
。

定 期 戦 対 戦 結 果

種　目 勝
敗

テニス男子

テニス女子

男子バスケ

女子バスケ

男子バレー

女子バレー

男 子 卓 球

女 子 卓 球

○

○

×

○

○

×

○

○

４−１

３−２

４７−６９

５８−４３

２−０

０−２

３−２

２−１

点　　数

古高−築高
種　目 勝

敗

剣 道 男 子

剣 道 女 子

サ ッ カ ー

バドミントン男子

バドミントン女子

綱　引　き

○

×

○

○

×

−

４−０

１−１
（代表戦）

１−０

３−２

０−５

実施せず

９勝４敗

点　　数

古高−築高


